
■本市を構成する10地区は、もとはそれぞれ独

立した町村でした。ビジョンの策定においては、

南北に長く特徴も異なる大谷地区を、北部・中部

と南部に分けて全11地区としました。

■現在の市域となってからの70年間で本市の

人口は増加を続けていますが、市街化区域が多

くを占める４地区（小山、大谷北部・中部、間々

田、桑）のみが増加し、ほとんどが市街化調整区

域である他の７地区は、この30年で人口減少が

加速しています。本ビジョンでは市街化区域を

都市部、市街化調整区域を田園部としています。
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イ
ン
グ
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❶
自
然
の
恵
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生
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系
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ー
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ビ
ジ
ョ
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し
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市
民
一
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と
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ジ
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地
区
に
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異
な
る
歴
史
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こ
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か
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て
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地
区
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❸
地
区
だ
け
で
は
対
処
で
き
な
い
課
題
や
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地
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ジ
ョ
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た
て
糸
」に
、

　
行
政
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ジ
ョ
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こ
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市
域
全
体
の
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ジ
ョ
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織
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上
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空
間
」「
循
環
」「
生
活
」と
い
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3
つ
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30
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。
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。

ビ
ジ
ョ
ン
の
内
容
、小
山
市
な
ら
で
は
の
特
徴
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６
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ビジョン策定の基盤：地区ごとの風土性調査ー第3章・第4章

地区別ビジョン　たて糸ー第4章

健康・医療

福祉・高齢

こども・子育て

 教育

生涯学習・スポーツ

環境・生態系

農業・食

歴史・文化財・伝統行事

文化芸術

産業と循環型社会

都市と田園が共存する地域デザイン

インフラ・公共施設

公共交通

 防犯・防災・消防

人権・多文化共生

コミュニティ

行政運営・市民などとの共創

ビジョンの基盤：自然の恵み（生態系サービス）ー第2章

田園環境都市おやま　空間ビジョン・循環ビジョン・生活ビジョンー第6章

最上位目標：全ての市民のウェルビーイングの実現を目指す
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地区ごとに現状と市民意識を把握
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全体素案の修正
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織
り
上
げ
る →

おやま市民ビジョン会議

市
民
・
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政
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門
家
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で

﹇
調
べ
る
│
共
有
す
る
│
学
び
合
う
│
語
り
合
う
﹈の

サ
イ
ク
ル
を
繰
り
返
し
て
練
り
上
げ
ま
し
た
。

❶
公
募
と
依
頼
に
よ
る
市
民
が
主
体
の「
お
や
ま
市
民
ビ
ジ
ョ
ン
会
議
」を
設
置
し
、

　

庁
内
で
は
、関
連
各
課
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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ム
を
立
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上
げ
ま
し
た
。

❷
自
治
会
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地
区
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の
皆
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ま
の
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力
の
下
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、
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風
土
性
調
査
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果
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す
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全
11
の
地
区
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と
に
3
年
を
か
け
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し
ま
し
た
。

❸
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成
果
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ョ
ン
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設
定
し
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風土性調査アンケート

回答者総数  6,710人
風土性調査聞き取り調査

協力者総数  205人
行政分野別市民アンケート

回答者延べ  13,756件
セミナー／ワークショップ

参加者総数  823人
地区別ビジョン意見交換会

参加者総数  231人

主な取組みに
関わった市民
─ビジョン本編P202より

体制と策定のプロセス


